
13 厚生建設常任委員会 12厚生建設常任委員会
2

歳
児
が
12
名
で
あ
る
が
、
通
常
で

あ
れ
ば
城
戸
保
育
所
を
通
園
区
域

と
す
る
４
地
区
の
数
と
し
て
は
、

０
歳
児
が
１
名
、
１
歳
児
が
２
名
、

２
歳
児
が
２
名
、
３
歳
児
が
０
名
、

４
歳
児
が
１
名
、
５
歳
児
が
３
名

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
塔
町
に
つ
い
て
は
、

０
歳
児
か
ら
４
歳
児
が
そ
れ
ぞ
れ

０
名
で
５
歳
児
が
１
名
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
両
地
域
の
子
供
は
、

西
吉
野
幼
稚
園
や
市
内
の
保
育
所

に
通
園
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

委
員　

廃
止
す
る
こ
と
に
対
す
る

保
護
者
の
理
解
・
了
解
は
。

答
弁　

今
年
の
６
月
に
地
区
自
治

連
合
会
長
に
説
明
を
し
、
地
区
自

治
連
合
会
長
か
ら
各
単
位
自
治
会

に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
城
戸
保

育
所
が
あ
る
川
岸
自
治
会
と
城
戸

自
治
会
に
お
い
て
は
役
員
会
等
で

説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

地
区
の
意
見
と
し
て
は
、
「
非
常

に
残
念
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
致

し
方
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
了

解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

委
員　

用
途
廃
止
の
内
容
は
。

答
弁　

城
戸
保
育
所
と
し
て
使
用

す
る
行
政
財
産
と
い
う
用
途
を
廃

止
し
、
普
通
財
産
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
城
戸
保
育
所
の
建
物
の
活

用
に
つ
い
て
は
地
元
の
方
と
考
え

た
が
、
特
に
活
用
案
も
な
く
、
ま

た
地
代
も
掛
か
る
こ
と
も
あ
り
解

体
す
る
こ
と
で
了
解
を
得
て
い
る
。

委
員　

解
体
の
結
論
は
慎
重
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

平
成
28
年
度
五
條
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
議

定
に
つ
い
て

説
明
内
容　

予
算
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
，
８
３
３
万
８
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９

億
５
，
１
８
３
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
、
歳
出
予
算
と
し
て
は
、

介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
積
立
金

追
加
３
，
８
９
１
万
２
千
円
、
国
・

県
・
支
払
基
金
へ
の
返
還
金
追
加

９
４
２
万
６
千
円
で
、
そ
の
財
源

は
、
前
年
度
繰
越
金
４
，
８
３
３

万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
均
衡
を
図
っ
た
も
の
で
る
。

委
員　

介
護
保
険
財
政
調
整
基
金

の
総
額
は
。

答
弁　

現
時
点
の
基
金
残
高
が
１

億
８
，
４
４
０
万
２
千
円
で
、
今

回
補
正
に
計
上
し
て
い
る
基
金
を

積
み
立
て
る
と
２
億
２
，
３
３
１

万
４
千
円
に
な
る
。

委
員　

積
立
金
の
目
的
は
。

答
弁　

介
護
保
険
事
業
は
３
年
を

１
期
と
し
た
中
期
財
政
運
営
で
あ

る
た
め
、
介
護
保
険
料
の
上
昇
幅

を
抑
制
す
る
た
め
に
積
み
立
て
て

い
る
。

委
員　

基
金
を
活
用
し
て
、
介
護

保
険
料
の
上
昇
や
介
護
事
業
者
へ

の
補
助
金
の
削
減
に
な
ら
な
い
よ

う
に
精
査
し
て
も
ら
い
た
い
。

平
成
28
年
度
五
條
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
議

定
に
つ
い
て

説
明
内
容　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

50
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

39
億
５
，
２
３
３
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
、
歳
出
予
算
と
し
て
は
、

介
護
保
険
料
還
付
金
追
加
50
万
円

で
、
そ
の
財
源
は
、
一
般
会
計
か

ら
の
事
務
費
繰
入
金
50
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
均
衡
を
図
っ

た
も
の
で
あ
る
。

委
員　

介
護
保
険
料
還
付
金
が
追

加
に
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁　

過
年
度
に
溯
っ
た
住
民
税

の
申
告
に
よ
り
、
課
税
世
帯
か
ら

非
課
税
世
帯
に
な
っ
た
世
帯
が
例

年
よ
り
多
か
っ
た
た
め
、
還
付
金

を
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

　
五
條
市
立
へ
き
地
保
育
所
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て

委
員　

西
吉
野
町
及
び
大
塔
町
の

過
去
５
年
間
の
出
生
数
及
び
保
育

所
等
に
通
園
し
て
い
る
状
況
は
。

答
弁　

子
供
の
数
と
い
う
こ
と
で

答
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
西
吉

野
町
は
０
歳
児
が
９
名
、
１
歳
児

が
10
名
、
２
歳
児
が
12
名
、
３
歳

児
が
11
名
、
４
歳
児
が
７
名
、
５

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
悪
質
な
場

合
は
、
五
條
警
察
署
へ
連
絡
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
指
定
袋
へ
入
っ
た
ご

み
の
展
開
検
査
な
ど
も
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
持
込
時
間
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
ご
み
処
理
の
広
域
化
に

よ
り
新
施
設
へ
の
搬
入
時
間
は
午

後
５
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
積

込
み
や
搬
送
に
要
す
る
時
間
の
考

慮
と
、
今
後
は
、
指
定
袋
に
入
っ

た
ご
み
を
直
接
パ
ッ
カ
ー
車
へ
投

入
す
る
こ
と
に
な
り
、
職
員
不
在

時
の
危
険
回
避
の
措
置
を
考
え
、

み
ど
り
園
へ
の
持
込
時
間
を
午
後

４
時
ま
で
と
す
る
必
要
が
あ
り
、

来
年
１
月
か
ら
計
量
ご
み
と
同
様

の
受
入
時
間
と
し
、
４
月
か
ら
完

全
実
施
い
た
し
ま
す
。

花
咲
寮
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

説
明
内
容　

６
月
16
日
の
厚
生
建

設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
花
咲

寮
整
備
基
本
計
画
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
中
の
建
設
予
定
地
、

二
見
５
丁
目
地
内
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

五
條
の
南
側
の
進
展
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
所
有
者
へ
、
花
咲
寮
整

備
基
本
計
画
に
お
い
て
、
所
有
地

が
花
咲
寮
建
設
予
定
地
の
第
１
候

補
と
な
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
、

昨
年
10
月
に
所
有
者
了
解
の
下
、

実
施
し
て
い
た
平
面
測
量
図
を
基

に
、
所
有
者
と
の
用
地
交
渉
を
開

始
し
、
本
日
ま
で
に
、
所
有
者
と

は
土
地
売
買
の
仮
契
約
を
交
わ
し

て
お
り
ま
す
。

　

議
会
の
議
決
を
得
た
後
、
法
令

に
し
た
が
っ
て
事
務
を
進
め
た
上

で
、
花
咲
寮
建
設
予
定
地
と
し
て

取
得
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
の
計
画
、
予
定
に
つ
い
て

は
、
財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら

地
質
調
査
を
行
い
、
来
年
度
に
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
行
い
、

平
成
30
年
度
に
は
本
体
工
事
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

報
告
事
項

み
ど
り
園
へ
の
ご
み
持
ち
込
み
方

法
等
の
変
更
に
つ
い
て

説
明
内
容　

持
込
み
ご
み
は
、
市

民
の
利
便
性
を
考
え
る
と
必
要
不

可
欠
だ
が
、
反
面
、
不
適
切
な
ご

み
の
混
入
が
多
く
、
中
で
も
、
計

量
ご
み
は
、
産
業
廃
棄
物
や
市
外

か
ら
の
搬
入
も
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
し
た
不
適
切
な
ご

み
の
徹
底
排
除
を
主
な
目
的
と
し

て
事
前
申
請
の
導
入
に
踏
み
切
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

手
続
き
の
方
法
は
、
開
園
日
前

日
の
午
後
４
時
ま
で
に
直
接
み
ど

り
園
に
来
園
し
て
い
た
だ
く
か
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
内
容

を
申
請
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

搬
入
当
日
は
、
申
請
い
た
だ
い

た
内
容
と
本
人
確
認
を
行
っ
た
上

で
署
名
い
た
だ
く
手
順
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
来
年
１
月
か
ら
半
年
間

は
、
移
行
期
間
を
設
け
て
お
り
、

当
日
受
付
も
可
能
で
す
が
、
７
月

か
ら
完
全
実
施
し
、
開
園
日
前
日

の
午
後
４
時
ま
で
に
必
ず
申
請
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
虚
偽
の
申
請
に
よ
り
不

適
切
な
ご
み
を
搬
入
し
た
場
合
は

確
認
書
兼
始
末
書
に
よ
り
誓
約
い



議 案 名

議
決
結
果

養
田

康

平
岡

清
司

牧
野

雅
一

窪

佳
秀

岩
本

孝

福
塚

実

山
口

耕
司

吉
田

雅
範

益
田

吉
博

大
谷

龍
雄

全

宗
部

康
寛

吉
田

正

有害鳥獣対策の推進を求める意見書について

平成２８年第３回９月定例会及び平成２８年第２回臨時会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　欠＝欠席　　長 ＝議長

【第２回臨時会】
議第５７号　財産の取得に対する附帯決議

15 表決結果と議決結果 14決算審査特別委員会

議 案 名 議　案　の　概　要

五條市議会議員及び五條市長の選挙における選挙運動
用自動車の使用の公営に関する条例等の一部改正につ
いて

公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙運動の公費負
担につき限度額を引き上げるため
（公布の日から施行）

五條市立へき地保育所条例の廃止について 城戸保育所を用途廃止するため  　
（公布の日から施行）

平成２８年度五條市一般会計補正予算（第１号）議定
について

補正予算額　９４，７８８千円
（民生費・衛生費・農林業費・土木費）

平成２８年度五條市介護保険特別会計補正予算（第１
号）議定について

補正予算額　４８，３３８千円
（基金積立金・諸支出金）

平成２８年度五條市一般会計補正予算（第２号）議定
について

補正予算額　１０，５００千円
（総務費・民生費）

○○ ●○ ●○ ○○○ 長 可決● ○

平成２８年度五條市介護保険特別会計補正予算（第２
号）議定について

補正予算額　５００千円
（諸支出金・保険料還付金追加）

専決処分の報告、承認を求めることについて
(五條市ひとり親家庭等医療費助成条例の一部改正)

児童扶養手当法施行令の改正に伴い、平成２８年度のひ
とり親家庭等医療費助成に特に急を要したため
（平成２８年８月１日から施行）

平成２７年度各会計歳入歳出決算認定について 一般会計、国民健康保険特別会計、簡易水道特別会計、
下水道事業特別会計、墓地事業特別会計、介護保険特別
会計、大塔診療所特別会計、農業集落排水事業特別会計、
後期高齢者医療特別会計及び水道事業会計の１０会計の
平成２７年度歳入歳出決算を認定

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

五條市教育委員会委員の任命について 寒川英明氏の任命に同意
（任期：平成２８年１２月２０日から４年間）

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることに
ついて

小松靖幸氏の推薦に同意
（任期：平成２９年１月１日から３年間）

市民の利便性を考えたみどり園へのごみ持込み方法等
の改善を求める決議について

市民が快適で安心して暮らせるまちづくりにために、ご
み持込に係る申請手続の方法及び持込時間の変更につい
て、できる限り市民サービスの低下にならないよう検討
を求める

土砂搬入搬出中継事業に係る周辺住民の生活を守る決
議について

大野新田町で開始された土砂搬入搬出中継事業で、周辺
住民が安心して暮らせる生活環境を取り戻し、通行車両
の交通安全のためにも迅速な市道使用改善指導とともに、
市道整備を早急に進めることを求める

よ
り
、
子
供
を
緊
急
的
に
預
か
る

事
業
で
あ
る
。

委
員　

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答
弁　

窓
口
に
相
談
が
あ
っ
た
と

き
に
制
度
に
つ
い
て
案
内
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
今
後
は
、
広
報

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
る
。

委
員　

各
保
育
所
遊
具
修
繕
工
事

の
不
用
額
は
。

答
弁　

入
札
の
結
果
、
予
算
額
よ

り
低
い
金
額
で
落
札
と
な
っ
た
。

委
員　

遊
具
を
修
繕
す
る
目
的
は
。

答
弁　

遊
具
の
安
全
基
準
に
見
合

う
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

委
員　

子
供
た
ち
の
安
全
の
た
め

遊
具
以
外
に
も
、
危
険
な
箇
所
が

あ
る
の
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。

衛
生
費
に
つ
い
て

委
員　

大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
率

及
び
受
診
者
の
負
担
額
は
。

答
弁　

受
診
率
は
19
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
負
担
額
は
集
団
検
診
が
２
０

０
円
、
個
別
検
診
が
４
０
０
円
で

あ
る
。

委
員　

広
く
受
診
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
広
報
活
動
を
お
願
い
す
る
。

農
林
業
費
に
つ
い
て

委
員　

食
肉
処
理
加
工
施
設
の
今

後
の
見
通
し
は
。

答
弁　

オ
ー
プ
ン
当
初
は
、
事
業

の
進
展
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

が
、
今
年
の
１
月
に
な
る
と
収
入

か
ら
必
要
経
費
を
全
て
引
い
て
も

プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
ま
た
、
五
條

市
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
ジ
ビ
エ
カ
レ

ー
も
開
発
し
、
右
肩
上
が
り
に
推

移
し
て
い
く
と
予
想
し
て
い
る
。

委
員　

こ
の
施
設
の
当
初
の
目
的

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
上
に
良
い

方
向
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で

更
に
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

商
工
費
に
つ
い
て

委
員　

自
転
車
観
光
促
進
事
業
委

託
料
の
実
績
は
。

答
弁　

普
通
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

が
２
０
３
台
、
電
動
自
転
車
が
57

台
の
合
計
２
６
０
台
の
利
用
が
あ

っ
た
。

委
員　

利
用
者
に
行
き
先
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
観
光
案
内
を
し
て
い
る

の
か
。

答
弁　

現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
採

っ
て
い
な
い
が
、
自
転
車
を
レ
ン

タ
ル
さ
れ
る
と
き
に
、
観
光
名
所

等
の
案
内
は
し
て
い
る
。

委
員　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
等

の
案
内
も
含
め
利
用
促
進
を
図
っ

て
も
ら
い
た
い
。

土
木
費
に
つ
い
て

委
員　

道
路
補
修
工
事
が
繰
越
し

さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
弁　

例
え
ば
、
溝
掃
除
や
草
刈

り
等
が
集
中
す
る
４
月
か
ら
７
月

に
掛
け
て
は
、
業
者
に
依
頼
で
き

る
と
こ
ろ
以
外
に
も
早
急
に
作
業

を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
が
あ
り
、

建
設
課
の
職
員
が
日
中
そ
の
作
業

を
し
、
夜
に
事
務
を
し
て
い
る
こ

と
等
に
よ
り
、
事
務
事
業
が
遅
延

し
た
も
の
で
あ
る
。

委
員　

予
算
の
付
け
方
が
問
題
で

あ
り
、
草
刈
り
等
は
委
託
し
て
も

で
き
る
も
の
な
の
で
、
事
務
手
続

の
大
事
な
部
分
に
力
を
発
揮
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　

本
年
度
か
ら
進
捗
管
理
シ

ー
ト
等
に
よ
り
し
っ
か
り
進
捗
管

理
を
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

消
防
費
に
つ
い
て

委
員　

県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
運
航
連
絡
協
議
会
負
担
金
の
五

條
市
の
負
担
割
合
は
。

答
弁　

約
３
．
９
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。

歳
入
に
つ
い
て

委
員　

学
校
給
食
費
負
担
金
で
給

食
費
の
滞
納
額
は
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
歳
出
に
つ
い
て

総
務
費
に
つ
い
て

委
員　

 

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
住
宅
取
得

補
助
金
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答
弁　

こ
の
事
業
は
、
国
か
ら
１

０
０
パ
ー
セ
ン
ト
補
助
を
も
ら
っ

て
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
か
ら

は
一
般
財
源
で
行
っ
て
い
る
の
で

見
直
し
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た

い
。

委
員　

継
続
し
て
も
ら
い
た
い
。

民
生
費
に
つ
い
て

委
員　

子
育
て
短
期
支
援
事
業
の

委
託
内
容
は
。

答
弁　

保
護
者
等
の
急
な
事
由
に

答
弁　

平
成
27
年
度
は
33
万
４
，

７
４
５
円
の
滞
納
が
あ
る
。

委
員　

滞
納
者
へ
の
徴
収
は
。

答
弁　

学
級
担
任
及
び
教
頭
・
校

長
が
連
携
し
て
納
入
依
頼
文
書
の

送
付
及
び
電
話
に
よ
る
納
入
依
頼

を
行
う
と
と
も
に
、
懇
談
会
を
通

じ
て
納
入
の
指
導
。
学
校
に
持
参

し
な
い
場
合
は
、
誓
約
書
や
返
済

計
画
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
家
庭

へ
の
訪
問
徴
収
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
る
。
更
に
督
促
や
催
促
に
応

じ
な
い
保
護
者
に
は
、
法
的
措
置

の
手
続
を
考
え
て
い
き
た
い
。

委
員　

学
校
の
先
生
が
徴
収
に
当

た
る
の
は
負
担
も
大
き
い
の
で
、

市
で
徴
収
の
担
当
を
決
め
て
取
り

組
ん
で
い
く
よ
う
な
計
画
は
な
い

の
か
。

答
弁　

子
供
が
在
学
し
て
い
る
間

は
、
子
供
た
ち
に
配
慮
を
し
な
が

ら
進
め
て
お
り
、
卒
業
し
て
か
ら

は
、
学
校
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・
教

育
委
員
会
の
職
員
が
行
く
こ
と
に

な
る
が
、
で
き
る
限
り
と
い
う
形

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

委
員　

生
活
困
窮
に
よ
り
納
め
ら

れ
な
い
方
に
対
し
て
は
、
自
立
支

援
の
担
当
課
と
も
協
議
し
て
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

【第２回臨時会】
財産の取得について

五條市立養護老人ホーム花咲寮建替整備事業のため

○○ ●○ ○○ ○○○ 長 可決○ ○
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議
決
結
果

養
田

康

平
岡

清
司

牧
野

雅
一

窪

佳
秀

岩
本

孝

福
塚

実

山
口

耕
司

吉
田

雅
範

益
田

吉
博

大
谷

龍
雄

全

宗
部

康
寛

吉
田

正

有害鳥獣対策の推進を求める意見書について

平成２８年第３回９月定例会及び平成２８年第２回臨時会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　欠＝欠席　　長 ＝議長

【第２回臨時会】
議第５７号　財産の取得に対する附帯決議

15 表決結果と議決結果 14決算審査特別委員会

議 案 名 議　案　の　概　要

五條市議会議員及び五條市長の選挙における選挙運動
用自動車の使用の公営に関する条例等の一部改正につ
いて

公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙運動の公費負
担につき限度額を引き上げるため
（公布の日から施行）

五條市立へき地保育所条例の廃止について 城戸保育所を用途廃止するため  　
（公布の日から施行）

平成２８年度五條市一般会計補正予算（第１号）議定
について

補正予算額　９４，７８８千円
（民生費・衛生費・農林業費・土木費）

平成２８年度五條市介護保険特別会計補正予算（第１
号）議定について

補正予算額　４８，３３８千円
（基金積立金・諸支出金）

平成２８年度五條市一般会計補正予算（第２号）議定
について

補正予算額　１０，５００千円
（総務費・民生費）

○○ ●○ ●○ ○○○ 長 可決● ○

平成２８年度五條市介護保険特別会計補正予算（第２
号）議定について

補正予算額　５００千円
（諸支出金・保険料還付金追加）

専決処分の報告、承認を求めることについて
(五條市ひとり親家庭等医療費助成条例の一部改正)

児童扶養手当法施行令の改正に伴い、平成２８年度のひ
とり親家庭等医療費助成に特に急を要したため
（平成２８年８月１日から施行）

平成２７年度各会計歳入歳出決算認定について 一般会計、国民健康保険特別会計、簡易水道特別会計、
下水道事業特別会計、墓地事業特別会計、介護保険特別
会計、大塔診療所特別会計、農業集落排水事業特別会計、
後期高齢者医療特別会計及び水道事業会計の１０会計の
平成２７年度歳入歳出決算を認定

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

五條市教育委員会委員の任命について 寒川英明氏の任命に同意
（任期：平成２８年１２月２０日から４年間）

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることに
ついて

小松靖幸氏の推薦に同意
（任期：平成２９年１月１日から３年間）

市民の利便性を考えたみどり園へのごみ持込み方法等
の改善を求める決議について

市民が快適で安心して暮らせるまちづくりにために、ご
み持込に係る申請手続の方法及び持込時間の変更につい
て、できる限り市民サービスの低下にならないよう検討
を求める

土砂搬入搬出中継事業に係る周辺住民の生活を守る決
議について

大野新田町で開始された土砂搬入搬出中継事業で、周辺
住民が安心して暮らせる生活環境を取り戻し、通行車両
の交通安全のためにも迅速な市道使用改善指導とともに、
市道整備を早急に進めることを求める

よ
り
、
子
供
を
緊
急
的
に
預
か
る

事
業
で
あ
る
。

委
員　

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答
弁　

窓
口
に
相
談
が
あ
っ
た
と

き
に
制
度
に
つ
い
て
案
内
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
今
後
は
、
広
報

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
る
。

委
員　

各
保
育
所
遊
具
修
繕
工
事

の
不
用
額
は
。

答
弁　

入
札
の
結
果
、
予
算
額
よ

り
低
い
金
額
で
落
札
と
な
っ
た
。

委
員　

遊
具
を
修
繕
す
る
目
的
は
。

答
弁　

遊
具
の
安
全
基
準
に
見
合

う
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

委
員　

子
供
た
ち
の
安
全
の
た
め

遊
具
以
外
に
も
、
危
険
な
箇
所
が

あ
る
の
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。

衛
生
費
に
つ
い
て

委
員　

大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
率

及
び
受
診
者
の
負
担
額
は
。

答
弁　

受
診
率
は
19
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
負
担
額
は
集
団
検
診
が
２
０

０
円
、
個
別
検
診
が
４
０
０
円
で

あ
る
。

委
員　

広
く
受
診
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
広
報
活
動
を
お
願
い
す
る
。

農
林
業
費
に
つ
い
て

委
員　

食
肉
処
理
加
工
施
設
の
今

後
の
見
通
し
は
。

答
弁　

オ
ー
プ
ン
当
初
は
、
事
業
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進
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ま
く
い
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な
か
っ
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今
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の
１
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に
な
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と
収
入

か
ら
必
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経
費
を
全
て
引
い
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も

プ
ラ
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転
じ
た
。
ま
た
、
五
條

市
の
Ｐ
Ｒ
を
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ね
た
ジ
ビ
エ
カ
レ

ー
も
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発
し
、
右
肩
上
が
り
に
推

移
し
て
い
く
と
予
想
し
て
い
る
。

委
員　

こ
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設
の
当
初
の
目
的

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
上
に
良
い

方
向
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で

更
に
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

商
工
費
に
つ
い
て

委
員　

自
転
車
観
光
促
進
事
業
委

託
料
の
実
績
は
。

答
弁　

普
通
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

が
２
０
３
台
、
電
動
自
転
車
が
57

台
の
合
計
２
６
０
台
の
利
用
が
あ

っ
た
。

委
員　

利
用
者
に
行
き
先
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
観
光
案
内
を
し
て
い
る

の
か
。

答
弁　

現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
採

っ
て
い
な
い
が
、
自
転
車
を
レ
ン

タ
ル
さ
れ
る
と
き
に
、
観
光
名
所

等
の
案
内
は
し
て
い
る
。

委
員　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
等

の
案
内
も
含
め
利
用
促
進
を
図
っ

て
も
ら
い
た
い
。

土
木
費
に
つ
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て

委
員　

道
路
補
修
工
事
が
繰
越
し

さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
弁　

例
え
ば
、
溝
掃
除
や
草
刈

り
等
が
集
中
す
る
４
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か
ら
７
月

に
掛
け
て
は
、
業
者
に
依
頼
で
き

る
と
こ
ろ
以
外
に
も
早
急
に
作
業

を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
が
あ
り
、

建
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課
の
職
員
が
日
中
そ
の
作
業

を
し
、
夜
に
事
務
を
し
て
い
る
こ

と
等
に
よ
り
、
事
務
事
業
が
遅
延

し
た
も
の
で
あ
る
。

委
員　

予
算
の
付
け
方
が
問
題
で

あ
り
、
草
刈
り
等
は
委
託
し
て
も

で
き
る
も
の
な
の
で
、
事
務
手
続

の
大
事
な
部
分
に
力
を
発
揮
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

答
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本
年
度
か
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進
捗
管
理
シ

ー
ト
等
に
よ
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し
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進
捗
管

理
を
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い
く
所
存
で
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。

消
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費
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消
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災
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運
航
連
絡
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議
会
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担
金
の
五
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市
の
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担
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は
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約
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．
９
パ
ー
セ
ン
ト
で
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る
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つ
い
て
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給
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費
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担
金
で
給

食
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の
滞
納
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決
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Ｊ
タ
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得

補
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今
後
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こ
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業
は
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国
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０
０
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を
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い
る
が
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で

見
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を
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い
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続
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も
ら
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費
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子
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て
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支
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事
業
の
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内
容
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保
護
者
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急
な
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由
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答
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成
27
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度
は
33
万
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，
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円
の
滞
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が
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る
。

委
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者
へ
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収
は
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学
級
担
任
及
び
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・
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長
が
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携
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納
入
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文
書
の

送
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及
び
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に
よ
る
納
入
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頼

を
行
う
と
と
も
に
、
懇
談
会
を
通

じ
て
納
入
の
指
導
。
学
校
に
持
参

し
な
い
場
合
は
、
誓
約
書
や
返
済

計
画
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
家
庭

へ
の
訪
問
徴
収
を
開
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す
る
こ
と

に
な
る
。
更
に
督
促
や
催
促
に
応
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な
い
保
護
者
に
は
、
法
的
措
置

の
手
続
を
考
え
て
い
き
た
い
。

委
員　

学
校
の
先
生
が
徴
収
に
当

た
る
の
は
負
担
も
大
き
い
の
で
、

市
で
徴
収
の
担
当
を
決
め
て
取
り

組
ん
で
い
く
よ
う
な
計
画
は
な
い

の
か
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答
弁　

子
供
が
在
学
し
て
い
る
間

は
、
子
供
た
ち
に
配
慮
を
し
な
が

ら
進
め
て
お
り
、
卒
業
し
て
か
ら

は
、
学
校
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・
教

育
委
員
会
の
職
員
が
行
く
こ
と
に

な
る
が
、
で
き
る
限
り
と
い
う
形

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

委
員　

生
活
困
窮
に
よ
り
納
め
ら

れ
な
い
方
に
対
し
て
は
、
自
立
支

援
の
担
当
課
と
も
協
議
し
て
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

【第２回臨時会】
財産の取得について

五條市立養護老人ホーム花咲寮建替整備事業のため

○○ ●○ ○○ ○○○ 長 可決○ ○
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五
條
市
議
会
第
３
回
９
月
定
例
会
の
概
要

及
び
第
２
回
臨
時
会
の
概
要

　

平
成
28
年
第
３
回
９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
に
開

会
、
会
期
を
10
月
３
日
ま
で
の
27
日
間
と
決
定
し
、
初

日
に
市
長
か
ら
市
政
報
告
と
提
出
議
案
の
説
明
並
び
に

教
育
長
か
ら
教
育
委
員
会
の
点
検
評
価
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
平
成
28
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補

正
予
算
、
平
成
27
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
、

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
な
ど
の
重
要
案

件
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
は
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書
な
ど
を
提
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
な
審
議

を
行
う
と
と
も
に
、
７
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、

９
月
29
日
に
議
事
が
全
部
終
了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
第
２
回
10
月
臨
時
会
は
、
10
月
17
日
・
18

日
に
開
会
し
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
財
産
の
取
得
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

編　

集　

後　

記

　

晩
秋
の
候
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
す
か
。

　

10
月
５
日
に
五
條
市
上
野
公

園
総
合
体
育
館
の
し
ゅ
ん
工
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
育
館
建
設
に
つ
い
て

は
、
議
会
で
幾
度
と
な
く
議
論

が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
こ
こ
に
し
ゅ
ん
工
を
迎

え
感
じ
る
こ
と
は
、
市
民
の
皆

様
や
、
多
く
の
方
々
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
愛
さ
れ
る
体
育

館
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

議
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議

案
に
対
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
、

五
條
市
・
五
條
市
民
の
こ
と
を

考
え
た
意
見
・
提
言
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

本
会
議
に
つ
い
て
は
、
傍
聴

が
可
能
で
す
の
で
、
議
会
に
関

心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
傍
聴

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

肌
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、

風
邪
等
に
気
を
付
け
、
健
や
か

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

 　

 

岩
本　
　

孝

　

副
委
員
長　

  

窪　
　

佳
秀

　

委
員　

　
　
（
議
長
）　  

吉
田　
　

正

　
　
（
副
議
長
）  

山
口　

耕
司

　
　

  

〃　
　
　

牧
野　

雅
一

　
　

  

〃　
　
　

平
岡　

清
司 
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一
般
質
問　
　

  　
　

  　

   

２
〜
８
ペ
ー
ジ

第
２
回
臨
時
会
の
概
要　
　
　
　

９
ペ
ー
ジ

意
見
書
・
決
議　
　
　
　
　
　
　

９
ペ
ー
ジ　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
報
告　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
〜
11
ペ
ー
ジ

厚
生
建
設
常
任
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
〜
13
ペ
ー
ジ

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
報
告　

14
ペ
ー
ジ

表
決
結
果
と
議
決
結
果　
　
　
　

15
ペ
ー
ジ

議
長
交
際
費
ほ
か　
　
　
　
　
　

16
ペ
ー
ジ

　

７
月
26
日
、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

に
お
い
て
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
第
１
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
会
議
で
は
、
ま
ず
、
臨
時
議

長
に
よ
る
正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推

選
に
よ
り
議
長
に
葛
城
市
の
西
川
弥
三
郎
議
員
、

副
議
長
に
上
北
山
村
の
福
西
力
議
員
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
定
期
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
及
び

例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告
が
監
査
委
員
か
ら
あ

り
、
続
い
て
、
管
理
者
か
ら
の
行
政
報
告
に
続
き
、

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
な
ど
２
議
案
の
専
決
処
分

の
報
告
を
受
け
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
職
員

の
退
職
管
理
に
関
す
る
条
例
な
ど
３
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
高
規
格
救
急
車
６
台
等
の
購
入
な
ど
財

産
取
得
５
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
提

案
説
明
の
後
、
慎
重
審
議
を
経
て
採
決
の
結
果
、

全
員
一
致
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
監
査
委
員
に
大
和
高
田
市
の
吉
田
誠

克
議
員
が
全
員
一
致
で
選
任
同
意
さ
れ
、
本
臨
時

会
は
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
の
報
告
（
概
要
）

16定例会・臨時会の概要1

　議長交際費は、議長が五條市議会を代表して、議会運
営上、特に必要と認める場合に予算の範囲内で支出する
経費です。
　支出にあたっては、社会通念上妥当と認められる範囲
で、必要最小限になるよう努めています。
　平成２８年度の上半期（４月～９月）の支出状況は、
次のとおりです。
☆その他経費　　　　 　２件　   １６，５６０円
☆折衝接遇経費　　　　 ２件　   １０，０００円
☆儀礼的経費　　　　 １０件   １０２，０００円
☆賛助的経費 　　　　　４件　   ４８，１３０円
    合　　　計  　   　   １８件   １７６，６９０円

　平成２８年五條市議会第２回臨時会において、市長が
提出した議第５７号　財産の取得については、老朽化が
進み機能面・安全面で課題となっている五條市立養護老
人ホーム花咲寮の建替整備事業に必要な土地の取得であ
り、花咲寮の現状や入所者のことを鑑みると建て替えは
必要であると考えるが、当該土地の取得に関しては、所
有者との仮契約書に基づき、責任を確実に実行し、市民
に対し明瞭に説明できるようにするとともに、今後も、
議会と理事者が一体となり、様々な角度から十分協議を
重ね、快適で利用しやすい施設となるよう事業を進めて
いくことを強く求める。
　以上、 決議する。
　平成２８年 １０ 月１８日 　　　　　　五 條 市 議 会

議第５７号　財産の取得に対する附帯決議

　

五
條
代
官
所
に
つ
い
て

　

現
在
、
五
條
市
役
所
庁
舎
が
建
っ
て
い
る
場
所
は
、

文
久
３
年
（
１
８
６
３
年
）
８
月
17
日
、
天
誅
組
志
士

が
一
斉
に
挙
兵
し
、
五
條
代
官
所
を
襲
い
、
櫻
井
寺
を

本
陣
と
し
て
五
條
新
政
府
を
号
し
、
討
幕
の
旗
を
あ
げ

た
と
こ
ろ
で
す
。


